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資料 4 

平成 30 年度在京飯田高校同窓会・総会 

第 2 部 講演会「飯田高校ラグビー班 花園への道」のご案内 

 

 昨年、飯田高校ラグビー班は第９７回全国高校ラグビー大会に出場し、1 回戦では

倉敷工業に 26 対 6 と快勝しました。全国大会の出場は 6 年ぶり 8 度目となり、前回

の出場に続いての 1 回戦突破となりました。2 回戦は、優勝候補の桐蔭学園との対決

となり、「巨象に挑むアリ」のように諦めずにタックルを仕掛ける飯田高校生の姿が

多くの人に感動を与えました。また飯田高校ラグビー班は、今夏の第 5 回全国高校 7

人制ラグビー大会にも長野県代表として出場しています。 

 今年の在京飯田高校同窓会・総会では、昨今、活躍が目覚ましい飯田高校ラグビー

班の湯澤一道監督をお招きし、指導者の立場からのお話をお聞きするとともに、とか

く男性のスポーツと思われがちなラグビーの世界に飛び込み、女子クラブチーム

BRAVE LOUVE（ブレイブルーヴ）で活躍する児玉沙葵さん（法政大学２年）をお呼び

し、ラグビーへの熱い思いを語っていただきます。 

 

 講演会 「ラグビーだけで終わらない」 

 飯田高校ラグビー班監督 湯澤一道さん（高 33回） 

 

 湯澤監督は、飯田高校時代にラグビー班の主将を務め、筑波大学を卒豪後、ラグビ

ー指導者に。長野県内の強豪校である岡谷工業高校の監督を務めたのち、2004年（平

成 16年）から飯田高校ラグビー班監督に就任。2008年（平成 20年）、2009年（平成

21年）、2011年（平成 23年）そして昨年の 4度、飯田高校ラグビー班を花園に導い

ています。 

 湯澤監督からは、昨今の飯田高校生気質を踏まえた指導論や、今後の目標などをお

話しいただきます。 

 

 対談  「ラグビーを通して伝えたいこと」 

 法政大学 2年・BRAVE LOUVE（ブレイブルーヴ） 児玉沙葵さん（高 69回）     

 飯田高校ラグビー班監督 湯澤一道さん（高 33回） 

 

 児玉さんは坂城町出身。飯田高校ではラグビー班に所属し、湯澤監督の指導を受け

ました。ニュージーランドへのラグビー留学を経て、高校３年次に花園出場。現在、

女子クラブチーム BRAVE LOUVE（ブレイブルーヴ）で活躍されています。 

お二人の対談では、児玉さんが湯澤監督から学んだことや、ラガーウーマンとして

の目標などをお話しいただきます。 

       

こだま さき 
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資料 4 

飯田高校ラグビー班 花園（全国大会）出場の軌跡 

 

 第 1回  １９５７年（昭和３２年） 西宮球技場 

飯田高松、山梨代表を破り高校ラグビー全国大会に出場 

飯田高松高校 ０－１７ 熊本工業 

石原成泰・岡島鍈司・小林天生・桜井武・下平昇・牧野内潤司・吉川勝得 

伊藤喬次・伊藤清夫・河野正伸・竹村和幸・田中秀典・田辺右近・中島秀龍・松島和夫 

新井幸春・伊藤節・井上善徳・上沼勝・岡島久吉・金田英和・城田一・高藤勝利・福沢昭 

松村紘一・矢澤昭夫・安平博夫 

 

 第 2回 １９６０年（昭和３５年） 西宮球技場 

飯田高校、静岡代表を破り第 40回全国大会出場 

飯田高校 ５－１４ 長崎工 

伊藤義寛・大竹靖夫・竹村茂・松尾正勝 

石田仲一・河崎修・城田明利・田内国夫・筒井東洋男・中島謙司・西村奨伸・蜂谷徹 

平松和純・藤本照峯・松澤力 

今村朝治・岡島勝也・久保田勝・桑田昌英・後藤武男・小林天心・鈴木章男・多田修治 

細澤剛正・村沢彰彦 

 

 第 3回  １９６９年（昭和４４年） 花園ラグビー場 

飯田高校、第４９回全国大会 ３度目の出場 

飯田高校 ５－６ 羽咋工(北陸代表) 

石田貞文・岡田俊彦・奥田利信・小木曽明・佐々木正・谷合英治・長尾博文・堀聖二 

三輪健一 

長原伸介・熊谷淳二・下田孝・田中正道・中島幸雄・早川清志・正木彰・枡田隆司・松下良 

宮崎栄治・麦島昭夫 

伊藤直人・今村明人・木下修・木村正義・久保田文男・倉田俊文・中平敏夫・皆浦幸夫 

 

 第 4回 １９９８年（平成１０年） 近鉄花園ラグビー場 

第７８回全国大会出場。飯田高校２９年ぶり４回目 一回戦突破 

飯田高校 ６０－３ 和歌山工 

飯田高校 ３－８０ 大阪工大 (本大会の準優勝校) 

飯島孝昌・稲垣健晴・内山成治・岡島英由・折金俊典・橋場真一・長谷部健・福田真吾 

槙原健太・松村卓哉・三石啓介・村澤晃・森谷聖・鈴木真規子 

市瀬泰峰・唐沢一弥・北沢翼・酒井雅宏・清水祐二・早川大地・松尾陽水・三石宣男 

壬生庸佑・矢澤宏治・尾曽香代子 

内山隆直・片桐一樹・木村健太郎・熊谷真悟・佐々木章悟・高橋潤・林浩一・林大剛 

林隆臣・福沢尉浩・福島貴浩・安田清人・木下大輔・北沢佑・神藤彩子 
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加藤正臣・北沢彰太郎・久保田雄大・小林大祐・沢柳徹・牧内智史・水上光・水野誠大 

飯島淳子 

 

 第 5回  ２００８年（平成２０年） 

第８８回全国大会出場 ５度目 

飯田高校 ３－４５ 京都成章高校 

山﨑隼・伊藤昌吾・池田大靖・熊谷拓郎・河野将希・梅村謙太郎・高橋亮大・代田雅人 

吉沢文洋・片桐康策・羽生優太・中村光希・二宮源太・加藤耕平・清水雄大 

仲平凌・竹前大二朗・長谷川貴司・塩沢和也・斉藤邦秋・桐生和樹・小川利貴・胡桃澤裕之 

北原臣人・塩澤航也 

 

 第 6回 ２００９年（平成２１年） 

飯田高校、第１０回全国選抜大会に初出場 第８９回全国大会出場 ６度目 

飯田高校 ５－５１ 尾道高校 

本田貴久・塩沢和也・佐藤晃輝・仲平凌・熊谷拓郎・梅村謙太郎・竹前大二朗・長谷川貴司 

吉沢文洋・片桐康策・桐生和樹・二宮源太・小川利貴・鈴木裕太・胡桃澤裕之 

有賀啓太・鋤柄知史・蜂谷雄飛・片桐健吾・原誠一・小川敦也・平沢敦司・村松源貴 

北原臣人・塩澤航也 

 

 第 7回 ２０１１年（平成２３年） 

第９１回全国大会出場 ７度目 一回戦突破 

飯田高校 ２０－１８ 高鍋高校 

飯田高校 １０－３１ 深谷高校 

平田眞・吉川敬祐・鋤柄知史・下平拓也・小川敦也・中田健士郎・松澤伸太朗・山崎晋太郎 

有賀啓太・亀井龍之介・中田昂之進・岩村康平・小畑眞秀・村松源貴・本田和也・熊谷隼 

鋤柄貴洋・佐々木大輔・小林克・小林直樹・勝又翔・熊谷翔・赤羽祐亮・桐生昌樹・遠山司 

 

 第 8回 ２０１７年（平成２９年） 

第９７回全国大会出場。 飯田高校６年ぶり８度目 一回戦突破 

飯田高校 ２６－５ 倉敷工業 

飯田高校 ０－１２０ 桐蔭学園 

塩沢仁・安永幸太・棚田純乃介・下平奈祐・太田敦祐・井原啓太・岡島和輝・平沢篤 

勝又光貴・田中涼太・矢嶋智彦・岩崎泰士・横前耕太郎・黒澤稔生・溝口和輝 

風間薫・北村圭吾・吉沢銀平・中平司・伊藤亮太・宮下大生・土屋賢志郎・井原綜太 

塩沢優悟・棚田晃乃介 
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南信州新聞  2017年 12月 28日 木曜日 15時 52分  minamishinshu.jp 

全国高校ラグビーで飯田が初戦突破 

 

 

 

 第９７回全国高校ラグビー大会２日目は２８日、東大阪市の近鉄花園ラグビー場で１回戦の残

り１１試合を行った。６年ぶり８度目出場の飯田が２６―５で倉敷工（岡山）を下し、９１回大

会に続いて初戦を突破した。３０日の２回戦は、Ａシードで選抜優勝の桐蔭学園（神奈川）に挑

む。 

 飯田が４トライを挙げて倉敷工を圧倒した。 

 前半９分、ゴール前の密集からフランカー岡島が飛び出して先制トライ。１９分にはプロップ

棚田純が持ち込んで加点。棚田純は後半１４分にもトライを決め、勝利を呼び込んだ。 

 自陣からでもバックス陣を中心に球を動かして前進し、ゴール前では平均体重で相手を７キロ

上回るフォワード陣が圧力をかけてねじ込んだ。 

 フォワードが接点で優位に立つと、素早くバックスへと配球。後半はテンポを上げた攻撃でバ

ックスが躍動し、攻撃力を見せつけた。 

 倉敷工は４年ぶり５度目の出場。バックスに走力のある選手２人を配し、飯田の湯沢一道監督

は「振り回された後の外側のディフェンスがやや不安」とみていた。 

 低く速く。開始早々から出足の鋭いタックルではね返すと反撃の芽を摘み、指揮官の不安を払

拭した。失点は後半１８分の１本のみ。ゴール前に相手の攻撃が押し寄せてくる時間帯もあった

が、飯田の防御の壁は簡単には崩れなかった。 

 倉敷工は花園では未勝利で、ランニングラグビーを持ち味に悲願の１勝を狙っが届かなかった。 

 両校ともジャージーが緑と白を基調とする似たデザインのため、この試合は、それぞれセカン

ドジャージーを着用して対戦。飯田は赤を基調に、両脇に緑の縦ラインが入ったセカンドジャー

ジーで臨んだ。 
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 ▽１回戦 

飯田２６  １４―０   ５倉敷工 

         １２―５ 

   ＊  ＊ 

得点のたび歓喜 

 飯田が試合を行う第１グラウンドには多くのラグビーファンが詰め掛けた。 

 飯田下伊那からは飯田高校ラグビー班ＯＢや生徒ら約４２０人が観光バス計１４台で花園入り。

東京、名古屋、大阪から駆け付けた関係者も多く、飯田側のバックスタンドを埋めた。 

 緑と白のチームカラーの小旗とタオルを手に応援し、好守備に「いいぞ飯田」、敵陣での好機に

は「行けー、行けー」の声。試合終了を告げるノーサイドの笛が響くと歓喜の渦になった。 

 

 

注）当該記事につきましては、在京飯田高校同窓会・総会幹事学年（高３３回）が湯澤一道監督

の講演会に使用する目的で南信州新聞社から転載許可を得ております。 


